
1.　はじめに

　阪神水道企業団では、神戸市など阪神4市に安定した用
水供給を行うために、水需要の動向に合わせながら新た

な施設増強を行っているところである。導・送水施設に

ついては、取水口のある大阪市東淀川区（淀川右岸）か

ら西宮市甲山町までの延長約23kmが平成2年度までに完
成している。現在引き続き、西宮市甲山町から神戸・芦

屋市境に至る延長7.3kmの送水施設（神戸送水路）を建設
中である。本送水路は図-1に示すように4つの工区に分か
れており、山岳部の1工区を除いた他の三つの工区を泥土
圧式シールド工法により掘削径2.7m（内挿管径1,650mm）
で施工するものである。このうち3、4工区の両シールド
工事については、送水路整備事業全体の工程管理から同

じ立坑を使用する同時施工となった。本報告は、シール

ドが同時掘削となった両工区に対しサイクルタイムに影

響が出ないよう、様々な面から行った検討と対策につい

て述べる。

2.　設　計

　当初計画では、まず芦屋市岩園町にある立坑（岩園立坑）から発進し西宮市毘沙門町の立坑（夙川立

坑）へ到達する2工区を先行して行い、次に2工区シールド掘削終了後に岩園立坑から4工区が使用して
いる宮塚町の立坑（宮川立坑）までを3工区シールド工事として行う予定となっていた。ところが、2工
区において地元住民との協議等に予想以上の時間を要したため、全体工期の短縮方法について再検討を

行うこととなった。その結果、3工区は既に着手している2工区あるいは4工区と併行してシールド掘削
することが前提条件となり、周辺環境や現場条件を考慮して事業全体への影響を判断したところ、3工
区は宮川立坑を発進立坑として4工区と共有し、両工区同時に施工することとした。
　宮川立坑はJR芦屋駅に近く、阪神間の主要幹線・国道2号線に面しており、図-2に示すように基地面
積に全く余裕がない。さらに、周囲が住宅密集地であるため基地全面を防音ハウスで覆う必要があった。
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図－１　全体計画図

３工区給水槽

４工区給水槽

裏込プラント

４工区
濁水処理設備

防音ハウス

土砂ピット
(３工区)

(４工区)

開口部 ４工区
資材置場

３工区
資材置場

２Ｆ

スライド
２Ｆ

　ステージ

(２Ｆ３工区)
(１Ｆ４工区)
受電設備

(４工区)
セグメント置場

セグメント置場
(３工区)

２Ｆ 2.8t天井クレーン

出
入
口

３
工
区

４
工
区

Ａ Ａ
基地面積　940m2

図－２　発進基地平面図
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図－３　発進基地断面図(A-A)



　また、立坑寸法も内径13.0m（深さ27m）と当該掘削径の発進立坑としては一工区分の規模である。異
なった施工業者で同時掘削を行う場合には工事区域を完全に分離することが望まれるが、本工事におい

てはその多くを共用せざるを得ず、3工区分として残された立坑スペース約26%を効率的かつ安全に使用
することを設計の最重要課題とした。

　掘削土の搬送方式の選定については、4工区が軌道方式を採用していることで、立坑内を占用する面
積が大きいことを条件に検討する必要があった。そこで、3工区については限られた立坑スペースで両
工区が同時に搬出でき、なおかつ揚土作業時間が短く資材投入等に支障をきたさない搬送方式として、

地上土砂ヤードまで配管を通して連続的に土砂を送出できるポンプ圧送方式を採用することとした。

　その他主要なシールド設備についても、トラブル時の影響が互いに干渉しないよう、すなわち設備の

危険分散が図れるように検討を行った。そこで、限られた防音ハウス内（床面積690㎡、高さ12m）の空
間を有効に利用する必要性から、2、3段の階層ステージやスライド式ステージを設置（図-3参照）する
ことで二系統化し、3、4工区それぞれ独立したラインを確保した。
3.　施　工

　現場における本掘進計画を行う際に、両工区

の初期掘進時の作業サイクルを照査した。その

結果、基地天井クレーンの使用時間と立坑下作

業床（開口部直下）での作業に要する時間がク

リティカルとなり、同時施工を行うにあたり、

両工区が計画している日進量の確保に支障をき

たすことが判明した。

　その対策として立坑内に中床階ステージおよ

びジブクレーンを増設（図-4参照）した。これ
により、資材を随時3工区作業床にも直接投入
でき、変則的ながら両工区が独立した投入設備

を確保することできた。資材の一括投入により、

3工区の基地天井クレーン使用率が50%程度低
減できた。さらに、両工区の作業境界を明確に

することで、両工区の錯綜作業がなくなり安全

性も向上した。仮設備の配置は省スペース化お

よび材料搬入時の容易さを優先し、両工区の仮

設備をできるだけ同型化し効率よく配置した。

　同時掘削の実施においては、両工区とも計画

通りに施工できており、表-1に示しているよう
に同時掘削期間である7ヶ月を短縮することが
できた。ただし、4工区において3工区初期掘進
中3ヶ月間の休止期間の発生や、3工区のポンプ
圧送においてレキの混入による配管閉塞等のデ

ィメリットもあった。

4.　おわりに

　今回の同時掘削は一工区単独工事のものとして計画された発進基地（立坑）を二つの工区が共有して

行ったものであるが、掘削土搬送にポンプ圧送方式を採用したことと、仮設備の二系統化および中床階

ステージの設置等により、両工区とも単独工事に近い施工能率を確保することができた。これには狭い

工事区域にもかかわらず両工区互いの協力と技術の交換によって達成できたものと言えよう。

　本事例は急遽、計画の変更によりこのような同時施工となった。泥土圧シールドへのポンプ圧送方式

導入には課題が残るものの、同時掘削が可能となることで全体工期の短縮が図れ、これにより工事基地

近隣への影響軽減にもつながる等、シールド工事効率化の一方策として位置づけられる。市街地での施

工環境がますます厳しくなる中、今後のシールド工事においては多様なニーズに柔軟に対応できること

が必要条件になると考えられることから、計画時点から将来の計画変更に対処できるよう配慮すること

が重要となる。
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図－４　立坑断面図

表－１　３，４工区シールド掘削工程表
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